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渡　邊　　守さん

このひと

聴かれなかった子どもの声
家庭での養育が困難な子どもたちは、社会が
責任をもって養育する。その社会的養護が「より
家庭的な環境を」という趣旨のもと、児童養護施設
中心から里親制度やグループホーム形式への
転換が進められている。しかし同時に里親のしん
どさがぽつぽつと表面化してきた。「里親支援」と
いう言葉が注目されるなか、「キーアセット」ディレ
クター、渡邊守さんは「成果につながる支援で
なければ意味がない」と話す。その背景には自らの
重い経験がある。
３人きょうだいの末っ子である渡邊さんが18歳に
なると、両親は里親を始めた。牧師の父と、父を
献身的に支える母。そんな両親にとって里親は
必然の社会貢献だったのかもしれない。「簡単な
ことじゃない」と反対した渡邊さんの危惧は現実と
なった。1人の少年が荒れに荒れたのだ。渡邊さん
には子どもの気持ちが想像できたという。「両親は
地域でも学校でも里親会でも”いい人”なんですよ。
だから彼が問題行動を起こすと、みんなが説教する。
誰も彼の声に耳を傾けなかったんです」

ないがしろにされている「子ども」問題
すでに自立し、遠くから見守っていた渡邊さんが
見かねて「おまえは何を望んでいるんだ？」と尋ね
ると、「1分1秒でも早くここから出て行きたい」と
いう言葉が返ってきた。
困り果てた渡邊さんの背中を押したのが「あな

たが里親になったら？」という妻の言葉だった。日
本福祉大学を卒業後、サラリーマンになったもの
の、いつかは福祉にかかわる仕事をしたいと思っ
ていた。30歳を区切りに退職し、夫婦でオースト

ラリアに留学した際に「日本で一番ないがしろにさ
れているのは子どもの問題だと気がついた。特に
社会的養護のもとで育つ子どもたちの代弁者
が非常に少ない」と話す。中学生レベルだった英
語に悪戦苦闘しながら児童福祉を学んだ。2006
年、覚悟を決め、里親登録をして少年を迎えた。

ひとりひとりに合わせた長期的支援を
その後、「日本の里親制度を変えたい」という
思いから理事になったIFCO（国際フォスターケア
機構）の世界大会で、コアアセットグループの代
表と出会う。1994年にイギリスで設立された、
子どものためのソーシャルケアをはじめとする
事業を展開する企業である。渡邊さんの熱意に、
日本での活動を物心両面でサポートすると約束
してくれた。2010年、「NPO法人キーアセット」
を設立。根底にあるのは「里親も児童相談所も
一生懸命なのに子どもはハッピーじゃない。
あんな悲劇はもう二度と見たくない」という思
いだ。また、私たち一般市民も外野のままでい
いわけはない、子どもを社会で育てるのであれ
ば私たちにも責任があるという信念だ。
「子どもひとりひとりに合わせた細やかで長
期的な支援を提供して、子どもに安全な環境で
健康に育まれる権利を保障する。それが私のい
う”成果”です」と熱をこめて語る。「すべての人
はかつて子どもでした。子どもを大切にしないと
いうことは人間を大切にしないということ。そんな
社会であってはいけないでしょう」。誰もが必要
性を痛感していながら経 済 的にも人 的にも
資源の乏しい「子ども支援」への船出に胸を
ふくらませる。

高齢者の日常生活で、外出先として多いのは病院です。
視力、聴力や身体的衰えで、このようなあたり前の外出も
危険が伴います。しかし、その外出に絶えず家族が付き添う
のは容易なことではありません。いきおい家族も、「家で
静かにしてたらいいねん」となってしまいがちです。家族は
これで見守っているつもりでも、これでは高齢者の意欲や
能力を奪ってしまっています。外出に同行するボランティアが
あれば、このような家族の負担や気の重さを解消し、高
齢者も自宅で暮らし続けられます。
高齢者に同行するボランティア組織があればと大阪

ＹＭＣＡを貸してもらえるめどが立った1994年10月に仲間
を募って活動を始めました。
依頼や登録に尋ねられた何人かの方から、「これで夢

と希望が叶った」と心から喜んでいただきました。
また活動を始める中で、少しでも外出を楽しんで頂きた

いという思いがありました。楽しい催しがあれば「行きたい」
と前向きになるのではと、コンサートを始めました。今は
春、秋、年２回実施しています。
事務所ではボランティアと高齢者を繋いでいますが、気軽に

おしゃべりを楽しめる場として、空きスペース「からほり
さろん」を開きました。ふらっと来られる皆さんの楽しい
こと、例えば、人形作り、布ぞうり作り、大阪の文学を読む会、
童謡・唱歌を歌う会などと小さな願いに応えながら、一人で
も多くの高齢の皆さんが自分らしい生き方を続け、介護
保険をぶっ飛ばすほどの気力を持って最後まで暮らして
欲しいと願っています。その他にも、食事会、暮らしのカ
ルテ作成（見守り）、空堀新聞発行などに取り組んでいます。
からほりに来られたらサロンにぜひおこし下さい。ボランティ
アも大歓迎です。
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【連絡先】 TEL & FAX 06-6764-4002

“みなさーん！こんにちわー　私たちは松原高校るるくめ
いとですー。” “るるくの意味はー　知るの　るー、考え
るの　るー　動くの　くー”

松原高校「るるくめいと」は中学、高校、大学などへ「エイズ
出前授業」を行う自主活動グループです。1999年春、松
原保健所の飯沼保健師（当時）が松原高校を訪問さ
れ、高校生対象の性とエイズを考える「るるく講座」を提案さ
れました。知る、考える、動く、の最後の一文字から命名さ
れ、エイズについて「行動すること」を目指したものでした。
ワークショップスタイルで学ぶ講座を終え、「みんなにも

伝えたい」と発言した生徒たちによって「るるくめいと」が誕
生し、2000年より仲間が仲間と学び合うという意
味のピア・エデュケーションがスタートしました。　
出前授業は、生徒たち手作りのプログラム（クイズＨＩＶ、

免疫4兄弟、ラビンユー）で「お互いの心とからだを大切に
する」メッセージを伝えています。そこで「るるく」が大切にし
ているのは対話です。ＨＩＶ陽性者やセクシュアル・マイノリ
ティの方との対話を通じ、「感染しないための予防」から

「陽性者の方とともに生きる」「性の多様性を認める」とい
う思いを大切にしてきました。薬害エイズについても、当事
者の方から学んだ内容を出前授業に反映させてきました。
３年間活動した生徒は「高校生がエイズや性について
の活動がどれだけ今の時代に求められているか分かった」
「公演するたびに自分たちも変わっていくし、公演を見た人
も変わることができる。」「同性愛やトランスジェンダーの
世界がすぐ身近にあると実感した」と述べています。
こうして「動き」ながら、新たなことを「知る」、そして自分

や他者の思いを「考える」を繰り返してきた活動が評価され、
2011年3月、朝日のびのび教育賞（朝日新聞社）を受賞し
ました。十年間の
公演は通算100
回を超え、５０名以
上にのぼる「るる
く」卒業生は、今、
地域の看護、福
祉、教育の現場で
活躍しています。
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